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はじめに

『Sun Cluster Data Service for WebLogic Serverガイド (Solaris OS版)』は、Sun™
Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストールと構成について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステム (Solaris OS)に関する知識と、Sun Clusterソフトウェアと使用するボリューム
管理ソフトウェアに関する専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、基本的な UNIX®コマンドの包括的
な情報や手順 (システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など)につい
ては説明しません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以
下を参照してください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。

トピック マニュアル

データサービス管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと関数の参照 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのリリー
スノートを http://docs.sun.comで参照してください。
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関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルには、サン以外の団体/個人のWebサイトに関する情報が含まれ
ています。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、コン
テンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではなく、
Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを
経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って
発生した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失に
ついても、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

製品のトレーニング
Sunでは、各種のインストラクタ指導によるコースや自由なペースで進めることがで
きるコースを通し、さまざまな Sun技術のトレーニングを提供しています。For
information about the training courses that Sun offers and to enroll in a class, visit Sun
Microsystems Training at http://training.sun.com/.
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問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

SPARC: prtdiag
-v

システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverのインストールと構成

この章では、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストールと構成の方法
について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 11ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverの概要」
� 12ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストールと構成の
作業の概要」

� 13ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストールと構成の
計画」

� 19ページの「ノードとディスクの準備」
� 20ページの「BEA WebLogic Serverアプリケーションのインストールと構成」
� 22ページの「BEA WebLogic Serverのインストールと構成の確認」
� 24ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverパッケージのインストー
ル」

� 26ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverの登録と構成」
� 28ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストールと構成の
確認」

� 29ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverの代替構成」
� 32ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server障害モニターの操作」

Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverの概要
この節では、BEA WebLogic Serverアプリケーションの高可用性を実現する方法につ
いて説明します。

BEA WebLogic Serverは、Sun Clusterシステム上で稼動することで、分散型の異種混
合アプリケーション環境を対象にした基幹系の Eコマースアプリケーションの開発と
配備を行う高可用プラットフォームとして機能します。
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Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverは、BEA WebLogic Serverアプリケー
ションを対象として、障害監視機能を提供するとともに高可用性を実現します。高可
用性が確立されるのは、WebLogic Administration ServerとWebLogic Managed
Serverです。Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverがサポートするのはクラスタ
化されていない BEA WebLogic Serverだけであるため、フェイルオーバーまたは再起
動時にクライアントセッションが失われる可能性があります。

注 – Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverは、スタンドアロンのWebLogic Server
インスタンス (WebLogic Serverクラスタリングを使用していないインスタンス)の高
可用性を実現します。

フェイルオーバーサービスの概念については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS
版)』を参照してください。

表 1 BEA WebLogic Serverコンポーネントの保護

BEA WebLogic Serverコンポーネント コンポーネントを保護するデータサービス

BEA WebLogic Server Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server

リソースタイプは SUNW.wls

BEA WebLogic Serverデータベース BEA WebLogic Serverによってサポートされるすべての
データベースと、Sun Cluster上でサポートされるすべ
てのデータベース

HTTPサーバー BEA WebLogic Serverによってサポートされるすべての
HTTPサーバーと、Sun Cluster上でサポートされるす
べての HTTPサーバー

Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverのインストールと構成の作業の概
要
次の表に、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverをインストールして構成するた
めの作業を示します。指定された順番どおりに、各作業を行ってください。
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表 2作業リスト: Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストールと構成

タスク 参照先

BEA WebLogic Server
のインストールについ
て計画を立てる

13ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストー
ルと構成の計画」

ノードとディスクを準
備する

19ページの「ノードを準備する」

BEA WebLogic Server
のインストールと構成
を行う

21ページの「BEA WebLogic Serverをインストールする」

22ページの「データベースをインストールする」

22ページの「Webサーバーをインストールする」

BEA WebLogic Server
のインストールと構成
を確認する

22ページの「BEA WebLogic Serverのインストールおよび構成を確認
する」

Sun Cluster HA for
BEA WebLogic Server
パッケージをインス
トールする

24ページの「Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA for
BEA WebLogic Serverパッケージをインストールする」

25ページの「scinstallユーティリティーを使用して Sun Cluster
HA for BEA WebLogic Serverパッケージをインストールする」

Sun Cluster HA for
BEA WebLogic Server
をフェイルオーバー
データサービスとして
登録し、構成する

27ページの「フェイルオーバーデータサービスとして Sun Cluster
HA for BEA WebLogic Serverを登録して構成する」

Sun Cluster HA for
BEA WebLogic Server
のインストールと構成
を確認する

28ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストー
ルおよび構成を確認する」

Sun Cluster HA for
BEA WebLogic Server
障害モニターの表示

32ページの「Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server障害モニター
の操作」

Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverのインストールと構成の計画
ここでは、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストールと構成の計画に
ついて説明します。
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構成に関する制限事項

注意 –これらの制限事項を守らないと、データサービスの構成がサポートされない場
合があります。

この節では、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverに適用される、ソフトウェア
構成とハードウェア構成の制限事項を示します。この節に示している制限事項を参考
にして、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインストールと構成の計画を行
なってください。

すべてのデータサービスに適用される制限事項については、『Sun Clusterご使用にあ
たって (Solaris OS版)』を参照してください。

� Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverは、スタンドアロンの BEA WebLogic
Serverインスタンス (BEA WebLogic Serverクラスタリングを使用していないイン
スタンス)の高可用性を実現します。

� フェイルオーバーファイルシステムの場合、そのファイルシステムを使用している
BEA WebLogic Serverインスタンスはすべて、単一のリソースグループで構成する
必要があります。

� インスタンスごとに別々のリソースグループで構成したい場合は、BEA WebLogic
Serverインストールが広域ファイルシステム上に存在しなければなりません。

構成に関する要件

注意 –次の要件を満たさないと、データサービスの構成がサポートされない場合があ
ります。

ここで示す要件を参考にして、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインス
トールと構成の計画を行なってください。これらの要件は、Sun Cluster HA for BEA
WebLogic Serverにのみ適用されます。Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverの
インストールと構成を始める前に、次の要件を満たしておく必要があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」
を参照してください。

� BEA WebLogic Serverホームディレクトリとその他の構成ファイルが
HAStoragePlusを使用したフェイルオーバーファイルシステム上にインストール
されている場合は、そのファイルシステムを使用している BEA WebLogic Server
リソースはすべて同じリソースグループ内に構成する必要があります。

� BEA WebLogic Serverがデータベース (Oracleや Sybaseなど)に依存している場合
は、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverの下で BEA WebLogic Serverの構成
と起動を行う前にそのデータベースが HA対応であるかを確認する必要がありま
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す。

� BEA WebLogic Serverでは、Managed Serversは「Managed Server Independence
mode」(独立モード)で個別に起動するように構成できます。Sun Cluster HA for
BEA WebLogic Serverでは、管理者はすべてのManaged Serverが独立して起動す
るよう構成する必要があります。

Managed Serverを独立モードで構成する方法については、使用するバージョンの
BEA WebLogic Serverマニュアルを参照してください。たとえば、BEA WebLogic
Server 7.0の場合は、マニュアルは以下の場所にあります。

http://e–docs.bea.com/wls/docs70/admin_domain/failures.html#1104833

� BEA WebLogic Managed Serverの起動スクリプトは個別に設定できます。スクリ
プトを個別に設定する場合は、Admin Serverの URLとManaged Serverの名前を
STARTスクリプト内に設定する必要があります。このスクリプトは、引数なしで
各 BEA WebLogic Serverインスタンスを起動できるものでなければなりません。

� 単一の STARTスクリプトを使用して複数のManaged Serverを起動する場合は、
Admin Serverの URLをその STARTスクリプト内に指定し、スクリプトの引数と
してManaged Server名だけを受け付けるようにする必要があります。たとえば、
Managed Serverを起動するのに使用されるスクリプトが
startMangedWeblogic.shである場合、Managed Server petstore_server
は、次のように起動できるべきです。

node1>cd /global/beahome/weblogic700/domain/petstore

node1>./startManagedWeblogic.sh petstore_server

� BEA WebLogic Serverの STARTスクリプトは、usernameと passwordを必要と
します。usernameと passwordは、ファイル boot.properties (BEA
WebLogic Serverの最初の起動後暗号化される)に格納するように設定できます。
boot.propertiesファイルを使用する場合、usernameと passwordが使用で
きないため、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverは BEA WebLogic Serverを
スムーズにシャットダウンできません。Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server
がシャットダウンしている間、STOPメソッドは sigkillを使用して BEA
WebLogic Server プロセスを終了します。(java weblogic.Admin を使用する) ス
ムーズなシャットダウンを望む場合、リソースを作成するときに、STARTスクリ
プトの BEA WebLogic Server変数 WLS_USERと WLS_PWを使用して usernameと
password を構成し、さらに、拡張プロパティー Smooth_shutdown を TRUE に
設定する必要があります。

注 –リソースの作成または更新によって smooth_shutdownを有効にするには、
それぞれ usernameと passwordを使用して、BEA WebLogic Server変数
WLS_USERと WLS_PWを設定する必要があります。この設定を行わないと、関連
付けられているサーバーは Sun Clusterの制御下で起動しません。

� このエージェントはサーバーの STARTスクリプトをルートとして実行するため、
必要となるすべての環境変数を STARTスクリプト内に設定するか、あるいは個別
のファイルに設定し、サーバーの起動前に STARTスクリプトが参照できるように
する必要があります。詳細については、使用するバージョンの BEA WebLogic
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Serverマニュアルを参照してください。たとえば、BEA WebLogic Server 7.0の場
合は、マニュアルは以下の場所にあります。

http://e-docs.bea.com/wls/docs70/adminguide/startstop.html#1086359

� Administration Serverのフェイルオーバーと再起動のあとで、稼動中のManaged
Serverを検出するには、Administration Serverの STARTスクリプトに
-Dweblogic.management.discover+=falseという指定が含まれないように
してください。この指定を行うと、Administration Serverは稼動中のManaged
Serverを検出できなくなります。詳細については、使用するバージョンの BEA
WebLogic Serverマニュアルを参照してください。たとえば、BEA WebLogic
Server 7.0の場合は、マニュアルは以下の場所にあります。

http://e-docs.bea.com/wls/docs70/admin_domain/failures.html#1104811

� server_urlと monitor_uri_listで使用されているホスト名が解決可能であ
ることを確認してください。Fully Qualified Domain Names (FQDNs)を使用する
場合、DNSを使用するホスト名を解釈処理するためには、 DNSが使用可能で、
さらに /etc/nsswitch.confのエントリが正しくなければなりません。

データサービスの標準構成
この節に示している標準の構成を参考にして、Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverのインストールと構成の計画を行なってください。Sun Cluster HA for BEA
WebLogic Serverは、この節に示している標準の構成をサポートします。

これらの標準構成のほかに、以下の BEA WebLogic Server構成も利用できます。

� BEA WebLogic Server (Administration ServerとManaged Server)ごとに START
スクリプトを作成する

� すべてのManaged Serverに使用できる単一の STARTスクリプトを作成する (この
場合、Managed Server名を入力値として受け付ける)

� boot.propertiesに usernameと passwordを設定する

この構成では、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverによる強制的なシャット
ダウンしか行えません。

� STARTスクリプトに usernameと passwordを設定する

この構成では、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverによってスムーズに
シャットダウンできます。

注 – BEA WebLogic Serverは、現在、フェイルオーバーデータサービスとしてサポー
トされています。

Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverでは、上記以外の構成もサポートできる場
合があります。ただし、Sunサービスプロバイダに連絡し、他の構成に関する情報を
得る必要があります。
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シンプルな構成
Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server用のこのシンプルな構成では、次のように
構成された 2つのリソースグループを使用します。

� RG1: logical-host-1とWLS-Admin-Server-resourceを含む
� RG2: logical-host-2とWLS-Managed-Server-resourceを含む

RG1と RG2はフェイルオーバーリソースグループです。

この構成を利用できるのは、BEA WebLogic Serverが広域ファイルシステムにインス
トールされている場合だけです。この構成の概要については、図 1を参照してくださ
い。

図 1 Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverによるシンプルな構成

構成 1
この構成では、フェイルオーバーリソースグループ RG1、RG2、RG3、および RG4が
次のように構成されています。

� RG1: logical-host-1とWLS-Admin-resourceを含む
� RG2: logical-host-2とWLS-Managed Server-resource2を含む
� RG3: logical-host-3とWLS-Managed Server-resource3を含む
� RG4: logical-host-4とWLS-Managed Server-resource4を含む
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この構成を利用できるのは、BEA WebLogic Serverが広域ファイルシステムにインス
トールされている場合だけです。

構成 2
この構成では、RG1、RG2、および RG3は次のように構成されたフェイルオーバーリ
ソースグループです。

� RG1: logical-host-1、WLS-Admin-resource、およびWLS-Managed
Server-resource1を含む

� RG2: logical-host-2、WLS Managed-Server-resource2、
WLS-Managed-Server-resource3、およびWLS-Managed-Server-resource4を含む

� RG3: logical-host-3、WLS-Managed-Server-resource5、
WLS-Managed-Server-resource6、およびWLS-Managed-Server-resource7を含む

この構成を利用できるのは、BEA WebLogic Serverが広域ファイルシステムにインス
トールされている場合だけです。

構成 3
BEA WebLogic Serverが HAStoragePlusを使用したフェイルオーバーファイルシステ
ムにインストールされている場合、このフェイルオーバーファイルシステムに依存し
ている同一のフェイルオーバーリソースグループ内に BEA WebLogic Serverのすべて
のインスタンスを構成する必要があります。

RG1には、論理ホストリソース、すべてのAdministration Serverリソース、および
すべてのManaged Serverリソースが含まれます。

HAStoragePlusリソースに依存するリソースを登録する方法については、『Sun
Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「高可用性ローカルファイル
システムの有効化」を参照してください。

この構成の概要については、図 2を参照してください。
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図 2 Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverファイルシステムのフェイルオーバー構成

ノードとディスクの準備
ここでは、ノードとディスクを準備する手順について説明します。

注 –次の手順は、17ページの「シンプルな構成」で説明した構成に基づいています。

� ノードを準備する
この手順は、BEA WebLogic Serverのインストールと構成の準備作業として実施して
ください。

1. 論理ホスト名リソースと BEA Administration Serverリソースを保持するフェイ
ルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g RG1 [-h nodelist]

手順
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2. 論理ホスト名リソースを追加します。

logical-host–1は、BEA WebLogic Admin Serverが待機 (リッスン)するホスト名で
す。これは、WebLogicコンソールから設定できます。

# scrgadm -a -L -g RG1 -l logical-host-1

3. リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g RG1

4. 論理ホスト名リソースとWebLogic Managed Serverリソースを保持するフェイル
オーバーリソースを作成します。

注 – BEA WebLogic Serverの数と計画している構成に基づいて、リソースグループ
と logical_hostnameリソースを作成します。(16ページの「データサービスの標準
構成」を参照。)

# scrgadm -a -g RG2 [-h nodelist]

5. 論理ホスト名リソースを追加します。

logical-host-2は、BEA WebLogic Admin Serverが待機するホスト名です。

# scrgadm -a -L -g RG2 -l logical-host-2

6. リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g RG2

BEA WebLogic Serverアプリケーション
のインストールと構成
この節では、BEA WebLogic Serverアプリケーションのインストールと構成に必要な
手順について説明します。
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� BEA WebLogic Serverをインストールする

注 –次の手順は、17ページの「シンプルな構成」で説明した構成に基づいています。
別の構成を計画している場合は、BEA WebLogic Serverを適宜構成する必要がありま
す。

1. BEA WebLogic Serverのマニュアルに従って、広域ファイルシステムまたは
フェイルオーバーファイルシステムに BEA WebLogic Serverをインストールしま
す。

2. 『BEA WebLogic Server Administration Guide』に従ってWebLogicドメインを
構成します。

注 – BEA WebLogic Serverの構成時には、論理ホスト名または IPアドレスを入力
してください。

3. ドメインに必要な構成がすべて完了したところで、Administration Serverを
シャットダウンします。

4. Administration Serverの STARTスクリプトとManaged Serverの STARTスク
リプトを編集して、WLS_USERと WLS_PWを設定します。

STARTスクリプトは、引数を指定することなく実行できなければなりません。

注 – WLS_USERと WLS_PWは、このエージェントが BEA WebLogic Serverをス
ムーズにシャットダウンするために必要なものです。この設定ではセキュリティー
上の懸念がある場合は、これらのプロパティーを boot.propertiesファイルに
設定できます。しかし、この方法ではスムーズなシャットダウンは行えず、エー
ジェントは BEA WebLogic Serverを強制的にシャットダウンします。

5. Managed Serverの STARTスクリプトに、ADMIN_URL変数と SERVER_NAME変
数を設定します。

このスクリプトは、引数を指定することなく実行できなければなりません。

6. setWLSEnv.shスクリプトまたは startWLS.shスクリプトに、必要な環境変数
を設定します。

これらの環境変数には、任意の環境変数 (CLASSPATHや LD_LIBRARY_PATHな
ど)を追加できます。上記スクリプトには、必要なあらゆる環境変数 (CLASSPATH
や LD_LIBRARY_PATHなど)が含まれます。

7. config.xmlファイルが STARTスクリプトと同じディレクトリに存在するかを
確認します。

手順
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データベースをインストールする
BEA WebLogic Serverでデータベースを使用する場合は、そのインストールマニュア
ルを参照してデータベースをインストールしてください。使用するデータベースに
Sun Cluster用の HAエージェントが含まれる場合は、該当するバージョンをインス
トールしてください。

Webサーバーをインストールする
BEA WebLogic ServerでWebサーバーを使用する場合は、そのインストールマニュア
ルを参照してそのWebサーバーをインストールしてください。使用するWebサー
バーに Sun Cluster用の HAエージェントが含まれる場合は、該当するバージョンを
インストールしてください。

BEA WebLogic Serverのインストールと
構成の確認
この節では、BEA WebLogic Serverのインストールと構成を確認する手順について説
明します。

� BEA WebLogic Serverのインストールおよび構成
を確認する
この手順は、BEA WebLogic Server Administration Server、BEA WebLogic Managed
Server、およびデータベースのインストールと構成を確認する場合に使用してくださ
い。データサービスをまだインストールしていないため、この手順ではアプリケー
ションの可用性が高いかどうかを確認することはできません。

注 –次の手順は、17ページの「シンプルな構成」で説明した構成に基づいています。
別の構成を計画している場合は、BEA WebLogic Serverを適宜構成する必要がありま
す。

1. RG1と RG2に構成されている logical_-host-1と logical-host-2がクラスタ
cluster-node1上でオンラインであることを確認します。

2. データベースを使用している場合は、そのデータベースが稼動しているかどうかを
確認します。

手順
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3. 20ページの「BEA WebLogic Serverアプリケーションのインストールと構成」で
構成した Administration ServerとManaged Serverの STARTスクリプトに含ま
れているディレクトリに移動します。

4. Administration Server STARTスクリプトを実行して Administration Serverを起
動します。

例:
cluster-node1>cd /global/wls/user_projects/petstore

cluster-node1>./startWebLogic.sh

5. Administration Serverが正常に起動したあとで、Managed Serverを起動しま
す。

例:
cluster-node1>cd /global/wls/user_projects/petstore

cluster-node1>./startManagedWebLogic.sh

6. クライアントから logical-host-1と logical-host-2に正常に接続できることを確認しま
す。

7. Administration ServerとManaged Serverが cluster-node1で RUNNINGモード
にあるかを確認します。

8. Administration ServerとManaged Serverを停止します。

9. Resource Groups RG1と RG2を cluster-node2に切り替えます。

これによって、cluster-node1の logical-host-1と logical-host-2で停止し、これらの
論理ホストが cluster-node2で起動します。

scswitch -z -g RG1 -h cluster-node2
scswitch -z -g RG2 -h cluster-node2

10. cluster-node2上で、手順 4、手順 5、および手順 6を繰り返します。

11. Administration ServerとManaged Serverが cluster-node2で RUNNINGモード
にあるかを確認します。

12.クライアントが各潜在マスターノード上で Administration ServerとManaged
Serverに正常に接続できる場合、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverと併
用できるように BEA WebLogic Serverの構成が問題なく行われています。

13. Administration ServerとManaged Serversを停止して次のセッションへ進み、
Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverをインストールします。
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Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverパッケージのインストール
Sun Clusterの初回のインストール時に Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server
パッケージをインストールしなかった場合は、この手順でパッケージをインストール
してください。この手順は、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverパッケージを
インストールする各クラスタノード上で個別に実行します。この手順の実行には、
Sun Cluster Agents CDが必要です。

同時に複数のデータサービスをインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」で説明する手順
を行います。

次のインストールツールのどちらかを使用して、Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverパッケージをインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Solaris 10を使用している場合は、これらのパッケージを大域ゾーンだけにインス
トールしてください。パッケージをインストールしたあとで作成されたローカルゾー
ンにそれらのパッケージが転送されないようにするには、scinstallユーティリ
ティーを使用してパッケージをインストールしてください。Web Startプログラムを
使用しないでください。

� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for BEA WebLogic Serverパッケージをインストー
ルする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。CLIと GUIでの作業の内容と手
順はほとんど同じです。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverパッケージをインストールするクラス
タノード上で、スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIでWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環境変数が
設定されていることを確認してください。

3. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CDを挿入します。

手順
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ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行されており、CD-ROMデバイスを管理
するように構成されている場合は、デーモンによって CD-ROMが自動的に
/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverコンポーネントディレク
トリに切り替えます。

Sun Cluster HA for BEA WebLogic ServerデータサービスのWeb Startプログラム
は、このディレクトリに入っています。

# cd /cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_BEA_WLS_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、「一般」を選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、「カスタム」を選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server
パッケージをインストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムのインストールサマリーが出力
されます。この出力を使用して、インストール時にWeb Startによって作成された
ログを確認できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレクト
リにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Cluster Agents CDを CD-ROMドライブから取り出します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

� scinstallユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for BEA WebLogic Serverパッケージを
インストールする
この手順は、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverをマスターできるすべてのク
ラスタメンバーで実行してください。

Sun Cluster Agents CDが手元にあることを確認します。

1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CDを挿入します。

始める前に

手順
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2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CDのパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、選択を
確定するように求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverの登録と構成
ここでは Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverの構成手順について説明します。

Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server拡張プロ
パティーの設定
この節では、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverリソースを登録して構成する
手順について説明します。拡張プロパティーについては、付録Aを参照してくださ
い。「調整可能」の欄には、そのプロパティーをいつ変更できるかが示されていま
す。

すべての Sun Clusterプロパティーについての詳細は、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の付録A「標準プロパティー」を参照してください。

リソースの拡張プロパティーを設定するには、リソースを作成または変更する
scrgadm(1M)コマンドに次のオプションを含めます。

-x property=value

-x property
設定する拡張プロパティーを指定します。
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value
設定する拡張プロパティーの値を指定します。

これらのリソースを作成したあとにリソースを構成する場合は、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の第 2章「データサービスリソースの管理」
で説明する手順も使用できます。

� フェイルオーバーデータサービスとして Sun
Cluster HA for BEA WebLogic Serverを登録して構
成する
次の手順で、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverをフェイルオーバーデータ
サービスとして構成します。次の手順は、17ページの「シンプルな構成」で説明し
た構成を使用しており、かつ、20ページの「BEA WebLogic Serverアプリケーション
のインストールと構成」で説明したように BEA WebLogic Servesを構成していること
を想定しています。また、これらの手順はユーザーがすでにリソースグループ RG1と
RG2を作成し、これらのリソースグループ内にリソース logical-host-1と logical-host-2
を作成してあることを前提としています。論理ホスト名リソースを作成する手順につ
いては、19ページの「ノードを準備する」を参照してください。別の構成を計画して
いる場合は、BEA WebLogic Serverリソースを適宜構成する必要があります。

注 –データベースを使用している場合は、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server
を起動する前にデータベースがアクセス可能かをチェックしてください。

1. BEA WebLogic Serverリソースタイプを追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.wls

2. RG1リソースグループ内に BEA WebLogic Admin Serverリソースを作成しま
す。

# scrgadm -a -j admin-rs -t SUNW.wls -g RG1 \
-x Confdir_list=/global/bea/beahome/weblogic700 \
-x Server_url=http://logical-host-1:7001 \

-x Start_script=/global/bea/beahome/user_projects/petstore/startWebLogic.sh

注 –この構成ではスムーズなシャットダウンは有効になりません。Sun Cluster HA
for BEA WebLogic Serverの stopメソッドは、BEA WebLogic Administration
Serverを強制的にシャットダウンします (プロセスを終了する)。スムーズな
シャットダウンを有効にする構成については、30ページの「スムーズにシャット
ダウンするリソースを作成する」を参照してください。詳細は、33ページ
の「STOPメソッド」を参照してください。

手順
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3. RG2リソースグループ内に BEA WebLogic Managed Serverリソースを作成しま
す。

# scrgadm -a -j managed-rs -t SUNW.wls -g RG2 \
-x Confdir_list=/global/bea/beahome/weblogic700 \
-x Server_url=http://logical-host-2:7004 \

-x Start_script=/global/bea/beahome/user_projects/petstore/startManagedWebLogic.sh

Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverのインストールと構成の確認
ここでは、データサービスが正しくインストールされ構成されているかどうかを確認
する手順について説明します。

� Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverのインス
トールおよび構成を確認する
次の手順で、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverが正しくインストールされ、
構成されているかどうかを確認します。

1. クラスタ上で BEA WebLogic Serverリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -z -g RG1 -h cluster-node1
# scswitch -z -g RG2 -h cluster-node1

BEA WebLogic Administration ServerとManaged Serverは cluster-node1でオン
ラインでなければなりません。

2. クライアントから BEA WebLogicサーバーに正常に接続できることと、
Administration ServerとManaged Serverの両方が RUNNINGモードであるこ
とを確認します。

3. リソースグループを cluster-node2に切り替えます。

# scswitch -z -g RG1 -h cluster-node2
# scswitch -z -g RG2 -h cluster-node2

BEA WebLogic AdministrationおよびManaged Serverは、cluster-node1でオフラ
インに、cluster-node2ではオンラインにする必要があります。cluster-node1での
BEA WebLogic Serverプロセスが停止していることを確認します。スムーズな
シャットダウンが有効になっていないため、BEA WebLogic Serverプロセスのス
ムーズなシャットダウンは行われず、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server
STOPメソッドによって終了されます。スムーズなシャットダウンを有効にする構
成については、30ページの「スムーズにシャットダウンするリソースを作成す

手順
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る」を参照してください。スムーズなシャットダウンを有効にする構成についての
詳細は、33ページの「STOPメソッド」を参照してください。

4. クライアントから BEA WebLogicサーバーに正常に接続できることと、
Administration ServerとManaged Serverの両方が RUNNINGモードであるこ
とを確認します。

注 – BEA WebLogic Serverが cluster-node1でオフラインになり cluster-node2でオ
ンラインになる際に、クライアントセッションは消失する可能性があります。

5. cluster-node2で、Administration Serverプロセスを終了します。

Fault Monitorによってこの終了が検出され、Administration Serverが再起動され
ます。

6. Administration Serverプロセスを繰り返し終了します。

設定された再試行時間内に再試行回数が限度を超えたあと、Administration Server
Resourceグループがフェイルオーバーします。

7. cluster-node2で、Managed Serverプロセスを終了します。

Fault Monitorによってこの停止が検出され、Managed Serverが再起動されます。

8. Managed Serverプロセスを繰り返し終了します。

設定された再試行時間内に再試行回数が限度を超えたあと、Managed Server
Resourceグループがフェイルオーバーします。

以上の手順が正常に進んだ場合は、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverの構
成は正しく行われています。

BEA WebLogic Administration ServerとManaged Serverが Sun Clusterの制御下で
本稼動状態になったなら、手動、あるいはAdministration Consoleを通して、それら
のサーバーの起動または停止を行わないでください。サーバーの保守作業を行う必要
がある場合は、初めにそれらに関連付けられたリソースを無効にする必要がありま
す。

Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Serverの代替構成
この章のインストール、登録、および構成手順では、17ページの「シンプルな構成」
で説明したシンプルな構成をインストールすることを想定しています。この節では、
Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverで選択できるほかの構成例を示します。

注意事項
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シンプルな BEA WebLogic Serverリソースを作成
する
この構成では、STARTスクリプト startWebLogic.shが、引数の指定なしに BEA
WebLogic Serverを起動できることが前提となります。BEA WebLogic Serverを起動
するのに必要な usernameと passwordは、この STARTスクリプトまたは
boot.propertiesファイルに構成できます。

# scrgadm -a -j bea-rs -t SUNW.wls- -g bea-rg \
-x Confdir_list=/global/bea/beahome/weblogic700 \
-x Server_url=http://logical_host1:7001 \
-x Start_script=/global/bea/beahome/user_projects/petstore/startWebLogic.sh

サーバー名を引数としてリソースを作成する
BEA WebLogic Serverの STARTスクリプト startManagedWebLogic.shが
Managed Server名を引数として使用する場合、拡張プロパティー Server_nameを
設定できます。STARTスクリプト startManagedWebLogic.shを使用すると、複
数のManaged Serverを起動できます。STARTスクリプトに ADMIN_URLを構成する
必要があります。BEA WebLogic Serverを手動で起動するには、以下のコマンドを使
用します。

cluster-node-1> cd /global/wls/user_projects/petstore
cluster-node-1> ./startManagedWebLogic.sh petstore1

サーバー名 petstore1を引数として使用する起動スクリプトを持つ Sun Cluster HA
for BEA WebLogic Serverリソースを構成するには、次のコマンドを使用します。

# scrgadm -a -j bea-rs -t SUNW.wls -g bea-rg \
-x Confdir_list=/global/bea/beahome/weblogic700 \
-x Server_url=http://logical_host1:7001 \
-x Start_script=/global/bea/beahome/user_projects/petstore/startWebLogic.sh \
-x Server_name=petstore1

異なるサーバー petstore2に同じ STARTスクリプトを使用する別の Sun Cluster
HA for BEA WebLogic Serverリソースを構成するには、以下のコマンドを使用しま
す。

# scrgadm -a -j bea-rs -t SUNW.wls -g bea-rg \
-x Confdir_list=/global/bea/beahome/weblogic700 \
-x Server_url=http://logical_host1:7001 \
-x Start_script=/global/bea/beahome/user_projects/petstore/startWebLogic.sh \
-x Server_name=petstore2

スムーズにシャットダウンするリソースを作成す
る
Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server STOPメソッドは、デフォルトでは BEA
WebLogic Serverのプロセスを終了してインスタンスをシャットダウンします。この
ような動作が望ましくない場合は、Smooth_shutdown拡張プロパティーを TRUEに
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設定して BEA WebLogic Serverのスムーズなシャットダウンを有効にします。この拡
張プロパティーを有効にしている場合は、WLS_USERと WLS_PWを STARTスクリプ
ト内に設定する必要があります。この設定ではセキュリティー上で懸念がある場合
は、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverによりデフォルトの強制的なシャット
ダウン (プロセスの終了)を行う必要があります。

スムーズにシャットダウンするリソースを構成するには、以下のコマンドを使用しま
す。

# scrgadm -a -j bea-rs -t SUNW.wls -g bea-rg \
-x Confdir_list=/global/bea/beahome/weblogic700 \
-x Server_url=http://logical_host1:7001 \
-x Start_script=/global/bea/beahome/user_projects/petstore/startWebLogic.sh \
-x Server_name=petstore1 \

-x Smooth_shutdown=TRUE

データベースの検証を行うリソースを作成する
Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverはデータベースの状態を検査しません。Sun
Cluster HA for BEA WebLogic Serverの起動時にデータベースが停止していると、
データサービスは開始されません。Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverに
よってデータベースを検査したい場合は、独自のデータベース検証スクリプトを拡張
プロパティーとして Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverに渡すことができま
す。このデータベース検証は、正常に完了した場合にゼロを、失敗時にゼロ以外を返
すものでなければなりません。

スクリプト拡張プロパティー DB_probeを設定してリソースを構成するには、以下の
コマンドを使用します。

# scrgadm -a -j bea-rs -t SUNW.wls -g bea-rg \
-x Confdir_list=/global/bea/beahome/weblogic700 \
-x Server_url=http://logical_host1:7001 \
-x Start_script=/global/bea/beahome/user_projects/petstore/startWebLogic.sh \
-x Server_name=petstore1 \
-x Smooth_shtudown=TRUE \

-x DB_probe_script=/global/bea/script/db_probe_script

URIを監視するリソースを作成する
Sun Cluster HA for BEA WebLogic Serverリソースを有効にして、リソースに構成さ
れている BEA WebLogic Serverのサービスを受ける URIを監視するには、次のコマ
ンドを使用して、拡張プロパティー Monitor_uri_listを設定します。

# scrgadm -a -j bea-rs -t SUNW.wls -g bea-rg \
-x Confdir_list=/global/bea/beahome/weblogic700 \
-x Server_url=http://logical_host1:7001 \
-x Start_script=/global/bea/beahome/user_projects/petstore/startWebLogic.sh \
-x Server_name=petstore1 \
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-x Smooth_shutdown=TRUE \
-x DB_probe_script=/global/bea/script/db_probe_script \

-x Monitor_uri_list=http://logical_host1:7001/petstore,http://logical_host1:7001/bookstore

Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Server障害モニターの操作
この節では、Sun Cluster HA for BEA WebLogic Server障害モニターについて解説し
ます。

検証アルゴリズムと機能
障害モニターは、障害を検出して処理を行います。BEA WebLogic Server内で障害を
検出すると、障害モニターは初めに BEA WebLogic Serverの再起動を行います。一定
の時間内に BEA WebLogic Serverが一定の回数停止すると (時間と回数は管理者が設
定可能)、BEA WebLogic Serverを含んでいるリソースグループは動作中のほかのクラ
スタノードにフェイルオーバーして再起動します。

Fault Monitorメソッドは、デフォルトでは拡張プロパティー Server_urlに設定さ
れているサーバー URLの検証を行います。この検証メソッドはホスト名とポートに
接続し、続いて URLに対して HTTP GET 要求を実行します。接続が失敗する場合は
完全な障害とみなされ、BEA WebLogic Serverを含むリソースグループの再起動が行
われるか、あるいは動作中のほかのクラスタノードにフェイルオーバーし、再起動し
ます。接続が成功したが http応答コードが 500 (内部的なサーバーエラー)の場合も完
全な障害とみなされ、リソースグループの再起動またはフェイルオーバーが行われま
す。ほかの http応答コードはすべて正常とみなされます。

monitor_uri_list拡張プロパティーを設定すると、検証メソッドはリスト内に示
された URIに接続し、障害が発生している場合は処理を行います。検証メソッドは、
指定された URI (1つ以上)に対して HTTP GETを実行します。

BEA WebLogic Serverインスタンスの完全な障害が検証 (URLまたは URIの検証)に
よって検出された場合、かつ、拡張プロパティー db_probe_scriptにデータベー
ス検証スクリプトが指定されている場合、検証メソッドは BEA WebLogic Serverリ
ソースに対して処理を行う前に、まず、データベースを検証します。データベース検
証スクリプトが成功を示すコードを返す (データベースが稼動している)場合は、BEA
WebLogic Serverリソースに対して処理が行われます。データベース検証スクリプト
が障害を示すコードを返す (データベースが停止している)場合は、BEA WebLogic
Server検証メソッドはデータベースが起動するまで何の処理 (再起動またはフェイル
オーバー)も行いません。
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STARTメソッド
リソース内で構成された BEA WebLogic Serverが起動する前に、BEA WebLogic
Server構成とリソース拡張プロパティーが検証されます。db_probe_script拡張プ
ロパティーが設定されている場合には、この拡張プロパティーに設定されたスクリプ
トを起動してデータベースの検証が行われます。データベースが起動している場合
は、拡張プロパティー Start_script に構成されている START スクリプトを pmf
の制御下で呼び出すことによって、BEA WebLogic Serverが起動されます。データ
ベースが起動していない場合は、STARTメソッドは成功を示すコードを返し、検証メ
ソッドに BEA WebLogic Serverソフトウェアの起動処理を任せます。検証メソッド
は、データベースが起動して BEA WebLogic Serverを起動するまで待機します (
32ページの「検証アルゴリズムと機能」を参照)。

pmf下の STARTスクリプトを起動したあと、STARTメソッドは BEA WebLogic
Serverが RUNNINGモードになるのを待ってから、成功を宣言します。BEA
WebLogic Serverの稼動を待機する間、検証メソッドはサーバーの起動をチェックす
るためにサーバーに接続を試みます。起動時に、コンソールにはメッセージが表示さ
れます。メッセージ「Failed to connect to host logical-host-1 and port 7001:
Connection refused」は、BEA WebLogic Serverが完全に起動するまで継続して表示
されます。BEA WebLogic Serverが RUNNINGモードになった時点で、STARTメ
ソッドはステータスを「Started Successfully」に設定します。

STOPメソッド
STOPメソッドは、リソース内で構成された BEA WebLogic Serverを停止します。デ
フォルトでは、STOPメソッドは SIGKILLを BEA WebLogicプロセスに送信して、
BEA WebLogic Serverを強制終了します。smooth_shutdown拡張プロパティーが
TRUEに設定されている場合、STOPメソッドは次のコマンドを実行して、BEA
WebLogicインスタンスを停止しようとします。

java weblogic.Admin -url hostname:port -username $WLS_USER

-password $WLS_PW SHUTDOWN

このコマンドが失敗した場合、BEA WebLogic Server は SIGKILL で停止されます。
このコマンドが成功した場合でも、STOPメソッドは SIGKILLを BEA WebLogicプ
ロセスを送信して、確実に停止しようとします。

拡張プロパティー smooth_shutdownを TRUEに設定する場合は、必ず WLS_USER
と WLS_PWを BEA WebLogic Server STARTスクリプトに設定してください。
Smooth_shutdownを TRUEに設定した場合、この拡張プロパティーをもう一度
FALSEに設定するまで、STARTスクリプトからWLS_USERと WLS_PWを削除しては
いけません。
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付録 A

Sun Cluster HA for BEA WebLogic
Server拡張プロパティー

この節では、リソースタイプ SUNW.wlsの拡張プロパティーについて説明します。こ
のリソースタイプは、Sun Cluster構成における BEA WebLogicアプリケーションを
表します。

システム定義プロパティーの詳細は、r_properties(5)と rg_properties(5)の
マニュアルページを参照してください。

次に、SUNW.wlsリソースタイプの拡張プロパティーを示します。

Confdir_list
BEA WebLogic Serverホームディレクトリ $WL_HOMEへの完全パス。

注 – setWLSEnv.shと startWLS.shが標準の場所
$confdir_list/server/binに存在しない場合、
$confdir_list/server/binディレクトリからこれらのファイルへのリンクを
作成する必要があります。このリンクを作成しないと、BEA WebLogic Serverリ
ソースの作成は失敗します。

データ型 String array

デフォルト デフォルトは定義されていません。

範囲 該当なし

調整 作成時 (At_ creation)

DB_Probe_Script
Database検証スクリプトへの完全パス。HA-WLS検証メソッドは、WLSインスタン
スだけを検証します。管理者は、HA_WLSで DBも検証したい場合に、この拡張ス
クリプトからデータベース検証スクリプトを取得することができます。この検証ス
クリプトは、成功すると 0を返します。BEA WebLogic Serverは、データベース検
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証が成功すると起動されます。HA-WLS検証は、WLSインスタンスの障害検出時
にこの拡張プロパティーが設定されていると、データベース検証が成功した場合に
のみアクションを実行します。詳細は、32ページの「検証アルゴリズムと機能」
を参照してください。

データ型 文字列

デフォルト Null

範囲 該当なし

調整 任意の時点

Monitor_Uri_List
単一の URIまたはコンマ区切りの URIリストです。障害モニターはこれらの URI
に対して HTTP GET を実行することによって、BEA WebLogic Server の機能性をテ
ストできます。Server_Url拡張プロパティーは、ホスト名とポートの単純なプ
ローブ用です。この拡張プロパティーでWLSの機能性を検証する場合、Javaサー
ブレットを取得するか、WLSからアプリケーションを起動して HTTPサーバーの
リターンコードを取得する必要があります。HTTPサーバーのリターンコードが
500 (Internal Server Error)となるか接続に失敗した場合、検証は対応処置を実行し
ます。詳細は、検証メソッドの説明を参照してください。

server_urlと monitor_uri_listで使用されているホスト名が解決可能であ
ることを確認してください。Fully Qualified Domain Names (FQDNs)を使用する
場合、DNSを使用するホスト名を解釈処理するためには、 DNSが使用可能で、さ
らに /etc/nsswitch.confのエントリが正しくなければなりません。

データ型 文字列

デフォルト Null

範囲 該当なし

調整 任意の時点

Server_name
起動スクリプトの引数としてManaged Server名を渡すことによって、すべての
Managed Serverを起動できる単一の起動スクリプト。Agent起動メソッドは、起
動スクリプトの引数としてサーバー名を渡す必要が生じると、Managed Server名
をこの拡張プロパティーに設定します。

データ型 文字列

デフォルト Null

範囲 該当なし

調整 任意の時点

Server_Url
BEA WebLogic Serverの完全な URL。このリソースが起動するように構成されて
いるサーバーに接続するときに使用されるプロトコルを含みます。検証メソッド
は、この URLに対して HTTP GET を実行することによって、サーバーの健全性を
検査します。URL内のプロトコルは httpに設定する必要があります。完全な
URL形式は次のようになります。
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http://host:port

Server_Urlの詳細については、使用するバージョンの BEA WebLogic Serverマ
ニュアルを参照してください。たとえば、BEA WebLogic Server 7.0の場合は、マ
ニュアルは以下のWebサイトにあります。

http://e-docs.bea/com/wls/docs70/adminguide
/startstop.html#1161188

server_urlと monitor_uri_listで使用されているホスト名が解決可能であ
ることを確認してください。Fully Qualified Domain Names (FQDNs)を使用する
場合、DNSを使用するホスト名を解釈処理するためには、 DNSが使用可能で、さ
らに /etc/nsswitch.confのエントリが正しくなければなりません。

データ型 文字列

デフォルト デフォルトは定義されていません。

範囲 該当なし

調整 作成時 (At_ creation)

Smooth_shutdown
WebLogic.Adminクラスを使用して、スムーズなシャットダウンを有効にするか
どうかを示します。Adminクラススムーズなシャットダウンが望まれる場合、
WLSプロセスを強制終了しようとする前に、この拡張プロパティーを TRUEに設
定する必要があります。このプロパティーが TRUEである場合、WLS_USERと
WLS_PWを、boot.propertiesではなく start_scriptに設定する必要があり
ます。

次のすべてに当てはまる場合、この拡張プロパティーを TRUEに設定します。

� usernameと passwordを start_scriptに設定してもかまわない場合。
� プロセスを終了する際、デフォルトではなくスムーズシャットダウンを実行す
るほうが望ましい場合。

� エージェントの停止メソッドがユーザー名とパスワードを起動スクリプトから
読み込んで、java weblogic.Admin コマンドに渡してもかまわない場合。

データ型 ブール型

デフォルト FALSE

範囲 該当なし

調整 任意の時点

Start_Script
BEA WebLogic Serverインスタンス (AdministrationまたはManaged)の起動に使
用されるスクリプトのフルパス。このスクリプトは通常、config.xmlファイルと
ともにドメイン名ディレクトリの下に存在します。各 BEA WebLogic Serverを起動
するために、個別スクリプトまたは単一スクリプトを設定することが可能です。詳
細は、14ページの「構成に関する要件」を参照してください。

データ型 文字列

デフォルト デフォルトは定義されていません。
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範囲 該当なし

調整 作成時 (At_ creation)
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